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八
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の

三
泊
四
日
で
町
内
外
十
六
校
の
小

学
校
よ
り
約
五
十
名
の
児
童
が
参

加
を
し
、
「
吾
妻
山
の
び
の
び
キ

ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
吾
妻
山
の
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
の
中
で
、
地
域
や
年

齢
の
異
な
っ
た
仲
間
と
日
頃
は
で

き
な
い
生
活
体
験
を
す
る
こ
と
に

よ
り
自
然
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

深
め
、
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
さ

を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
児
童
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
着

く
と
班
別
で
自
己
紹
介
を
行
い
、

役
割
分
担
を
決
め
、
自
分
の
使
う

ハ
シ
作
り
や
夕
食
作
り
な
ど
を
楽

し
そ
う
に
行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
星
空
観
察
、
山
頂
登

山
、
自
然
観
察
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
な
ど
を
行
い
、
自
然
の
恵
み
と

友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
は
各
班
で
出
し
物
を
行
い
、

踊
り
、
歌
い
、
笑
い
合
い
ま
し
た
。

　
電
気
も
ガ
ス
も
テ
レ
ビ
も
な
い

生
活
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
と
出
会
い
、
協
力
を
し
合
い
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

こ
の
体
験
は
夏
休
み
の
す
ば
ら
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

▲自然の中で食べるご飯はサイコー

▲設立総会の様子

み
ん
な
で
敬
礼

▲ 　
横
田
中
学
校
で
は
、
八
月
二
十

四
日
か
ら
二
十
六
日
、
九
月
八
日
、

九
日
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
三
年

生
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
奥
出
雲
町
は
地
域
と

学
校
が
連
携
し
、
生
徒
が
主
体
的

に
自
己
の
進
路
選
択
、
決
定
を
図

る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

す
る
文
部
科
学
省
の
キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
推
進
地
域

指
定
を
県
内
で
唯
一
受
け
、
横
田

中
学
校
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
二
人
か
ら
四

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
製
造
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
町
内
の

三
十
二
カ
所
の
事
業
所
で

働
き
ま
し
た
。

　
雲
南
消
防
署
仁
多
分
署

を
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、

消
防
服
に
身
を
包
み
、
基

本
の
姿
勢
や
敬
礼
、
方
向

転
換
な
ど
規
律
訓
練
や
、

放
水
体
験
、
救
急
法
講
習

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
雰
囲
気
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
消

防
士
の
一
員
と
し
て
真

剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は｢

人
の
命

に
か
か
わ
る
職
場
な
の

で
、
緊
張
し
た｣

、｢

覚

え
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て

す
ご
く
疲
れ
た
。
毎
日

働
い
て
い
る
両
親
を
す

ご
い
と
思
っ
た｣

な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
菓
子
屋
を

訪
れ
た
生
徒
は
、
お
菓

子
作
り
の
一
連
の
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。

　｢

何
千
個
も
同
じ
も
の
を
作
る

の
は
大
変
。
ほ
と
ん
ど
手
作
業
な

の
で
驚
い
た｣

、｢

お
菓
子
作
り
が

好
き
な
の
で
、
お
菓
子
屋
で
働
く

こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
い｣

と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
、
世
代
の
異
な
る
人

達
と
共
に
活
動
す
る
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
社
会
性
を

養
う
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

▲レジ打ちに挑戦

　
旧
仁
多
・
横
田
両
町
の
文
化
協

会
が
合
併
し
、
「
奥
出
雲
町
文
化

協
会
」
が
設
立
さ
れ
九
月
一
日
、

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
設
立
ま
で
の
経
過
報
告
、

会
則
、
役
員
選
出
、
事
業
計
画
・

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
会
長
に

勝
田
稔
教
育
委
員
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
文
化
協
会
は
町
民
の
文
化
意

識
の
高
揚
、
文
化
活
動
の
振
興
、

文
化
遺
産
の
保
持
な
ど
に
努
め
、

文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
生
活
・
芸
術
部
門
（
二

十
一
団
体
）
、
美
術
・
文
芸
部
門

（
二
十
五
団
体
）
、
芸
能
・
郷
土

部
門
（
十
二
団
体
）
、
音
楽
部
門

（
十
三
団
体
）
の
四
部
門
（
千
四

百
二
十
六
名
）
が
あ
り
、
今
後
様
々

な
文
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
奥

出
雲
町
教
育
委
員
会
内
文
化
協
会

５
２
―
２
６
８
０
ま
で
。

　
九
月
二
日
、
馬
木
地
区
の
婦
人

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
健
康
ク
ラ
ブ
）

の
会
員
約
百
名
が
馬
木
小
学
校
の

児
童
と
一
緒
に
学
校
周
辺
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
地
域
を
あ
げ
て

児
童
た
ち
に
働
く
こ
と
の
喜
び
を

伝
え
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
児
童
の
健
全
育
成

を
図
っ
て
い
こ
う
と
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　
暑
い
な
か
皆
で
協
力
し
て
、
校

庭
の
草
抜
き
や
普
段
「
水
辺
の
楽

校
」
と
し
て
環
境
学
習
な
ど
に
活

用
し
て
い
る
砂
田
川
の
清
掃
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
作
業
が
終
わ
る
と
、
学
校
、
幼

稚
園
の
敷
地
内
は
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

活
動
の
様
子

▲

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
「
大
縄
跳
び
」

　
　
　
（
馬
木
地
区
）

▲ 　
九
月
四
日
の
日
曜
日
、
馬
木
地
区
と
鳥
上
地
区
で
地
区
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
多
く
の
種
目
が
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

呼
吸
を
合
わ
せ
て
「
あ
れ
！？
う
ま
く

走
れ
な
い
」
（
鳥
上
地
区
）

▲

○国勢調査は日本に住んでいる全ての人が
　対象となります。
○現在、国勢調査員が皆さんのお宅へ調査表
　の配布に伺っています。
○10月上旬に、国勢調査員が調査表を受け　
取りに伺いますので、調査表へのご記入を　
お願いします。
○国勢調査員を始めとする調査関係者には、
　守秘義務があり、調査内容の秘密は保護さ
　れます。
■お問い合せ／奥出雲町役場企画調整課
　（仁多庁舎２階）TEL：(0854)54-2523　　
　　　　　 FAX：(0854)54-1229


